
 

   
  

                                                                                     
  

令和６年度 学校評価報告書（実施結果）  

                            

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 総合評価（３月 21日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （３月 10日実施） 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

・生きて働く「知
識・技 能」 の習
得、未知の状況に
も対応できる「思
考力・判断力・表
現力等」の育成、
学びを人生や社会
に生かそうとする
「学び に向 かう
力・人間性等」の
涵養を目指し、多
様な学習活動にお
いて深い学びを実
現していく。 

・生徒が「見方・考
え方」を自在に働か
せられるような、教
師の専門性の発揮と
不断の授業改善を実
施する。 
・ＫＵ（総合的な探
究の時間）におい
て、各教科で学んだ
見方・考え方、身に
付けた資質・能力を
横断的・総合的に活
用して、実社会や実
生活における課題解
決に向けて探究す
る。 

①STEAM 教育研究を推進し
ていく中で、校内授業研究
テーマを設定し、テーマに
沿った学習活動を実施す
る。 
 
②-1 深い探究活動を実現
するため生徒のテーマ設定
に関する学習活動の内容を
再構築する。 
②-2 例えば学年を跨いで
生徒に関われるような体制
を構築するなど、学習活動
の在り方を抜本的に見直
す。 

①テーマを踏まえた学習
活動を行い、授業公開や
研究授業などを実施する
ことができたか。生徒に
よる授業評価「項目６」
及び独自項目が 9 割以上
か。 
②学習活動の内容を再構
成することができたか。
また教師がこれまで以上
にＫＵにおいて生徒に関
われる体制を築くことが
できたか。 

①主に１，２年生の全
科目で共通の問いとし
て「愛情」を取り上
げ、各教科で実施。多
面的な思考を養い、陶
冶できることが明らか
になった。第２回生徒
による授業評価項目
「６」「９」「10」の
肯定的割合はそれぞれ
91％、81％、80％。 
②教師による授業見学
の推奨、ＫＵの指導体
制を抜本的に変更し
た。 

①教科横断的な取組に
より、生徒の多面的な
思考が育まれることが
明らかになったため、
次年度はＫＵの指導に
着目し、探究を深めら
れるアプローチを検討
していく。次年度以降
も実社会につながる問
いを授業に取り入れ、
主体的、対話的で深い
学びにつながる授業改
善に資する取組を行
う。 
②授業見学の推奨を引
き続き行う。 

ＫＵを中心とした探究の学びの
充実が図られていると思う。各教
科での取組状況はわからないが、
ＫＵと各教科の連携をしっかりと
図っていってほしい。 
探究の時間で様々な課題を主体

的に解決していこうとする姿が見
られた。 

各教科で学んだ
見方・考え方、身
に付けた資質・能
力を横断的・総合
的に活用して、実
社会や実生活にお
ける課題解決に向
けて探究すること
ができた。 

教科横断的な
取組を行うため
に、各教科・科
目の見方・考え
方の   
情報共有の機

会をつくる。 
深い探究活動

を可能にする物
的環境整備を積
極的に行う。 

２ 

(幼児・
児童・) 
生 徒 指
導・支援 

・生徒会活動、部
活動の充実をさら
に図り、リーダー
シップと協働し支
える力を育む。 
・学校行事や生徒
会活動において、
生徒一人ひとりが
高い目標を持ち、
主体的に参画して
いけるよう支援を
行う。 
・生徒一人ひとり
に応じた支援を行
う。 

・学校行事や部活動
に参画する経験が、
生徒の主体性や創造
性、社会性を高める
ことを意識させる。 
・様々な場面での活
動を通して、生徒の
主体的な活動を支援
する。 
 
・生徒の状況を把
握、共有し、必要な
支援を組織的に行
う。 

・所属する集団の中で自身
の役割が何かを自覚させる
ことで、主体的な行動を促
す。 
・生徒会や委員会など主と
して運営する生徒と教職員
の連携を密にし、行事が成
功するように集団を導く力
が身につくように支援す
る。 
 
・生徒一人ひとりの心の健
康についても、心のアンケ
ート等を利用して働きかけ
を行い、必要に応じてＳ
Ｃ・ＳＳＷ等とも連携して
学校全体で見守る体制づく
りをする。 

・学校生活アンケートで
「学校行事におけるクラ
スのまとまり」及び「部
活動に満足している」の
肯定項目が８割以上か。 
・学校生活アンケート
「体育祭」「光陵祭」
「学芸音楽祭」の肯定項
目が８割以上か。 
・生徒の状況について、
ＳＣ・ＳＳＷを含め情報
共有が図れたか。 

・学校生活アンケート
で「学校行事における
クラスのまとまり」及
び「部活動に満足して
いる」の肯定項目が８
割以上である。 
・学校生活アンケート
「体育祭」「光陵祭」
「学芸音楽祭」の肯定
項目が８割以上であ
る。 
・「サポートドック」
を通して、生徒が抱え
る問題を早期に、組織
的に把握するシステム
が整いつつある。 
ＳＣ、ＳＳＷを必要と
している生徒がサポー
トドックをきっかけに
相談につながるように
なった。 

・両項目について、行
程項目が８割以上を継
続できるように、生徒
の主体的な活動になる
ように支援していく。 
・三大行事すべてで肯
定項目８割以上を達成
できた。生徒の考えを
反映しながら行事の運
営ができるように、担
当から学校全体へ連絡
調整を円滑に行えるよ
うにする。 
・「サポートドック」
に頼ることなく、日常
から生徒の話を聞き、
相談できる信頼関係の
構築が望まれる。困り
感を持つ生徒への対応
について職員研修等が
あるとよい。 

「自発的な生徒の活動を支援」
に向けて充実した学校行事が展開
されていると思う。肯定的に捉え
られていない生徒への支援も丁寧
にお願いしたい。 

様々な場面での
活動を通して、生
徒の主体的な活動
を支援することが
できた。 
生徒の状況を把

握、共有し、必要
な支援を組織的に
行うこ とが でき
た。 

引き続き生徒
の活動が活発に
行われるように
行事や部活動を
充実させる。 
ケース会議の

有用な利用がで
きるように、ケ
ース会議のあり
方を教員間で共
有する。 
 
 

３ 
進路指
導・支援 

・高大接続を見据
えて、総合的な探
究の時間をはじめ
とした教育活動を
展開し、生徒によ
る将来の自己の在
り方生き方の探究
を支援する。 
 

・生徒一人ひとりに
高い目標を意識さ
せ、最も志望する進
路が実現できるよう
支援する。 
・生徒が将来の自己
の在り方生き方を考
え、主体的に進路を
選択できるよう、進
路ガイダンスを充実
させる。 
 

①-1 総合的な探究の時間
をはじめとした各教科・科
目における教育活動におい
て生徒のキャリア形成につ
ながるよう、キャリア教
育、ガイダンス機能の充実
を図る。 
①-2 生徒が最も希望する
進路を実現することができ
るように、生徒・保護者対
象のキャリアガイダンスを
はじめとした各種ガイダン
スや、夏期講習等の学力向
上に向けた取組をさらに充
実させる。 

①-1 魅力と特色アンケー
ト「キャリア教育を受け
たことにより、自分が成
長できたと思うか」の肯
定項目が８割以上か。 
 
①-2 キャリアガイダン
スや夏期講習等、生徒の
キャリア形成や学力向上
等を目的とした取組が、
多面的に行われたか。 
 
 
①-3 学校設定科目「教
職基礎」「教職基礎演

①-1 魅力と特色アン
ケート「A-2:キャリア
教育により、中学生の
時よりも社会的・職業
的自立のために必要な
能力が身に付いたと思
いますか」の肯定項目
解答は 91.7%であっ
た。 
①-2 夏期講習や勉強
合宿、キャリアガイダ
ンスの実施を通し、生
徒のキャリア形成や学
力向上を図った。 
 

①-1 引き続き、さら
に多くの生徒が自らの
将来について主体的に
探究することができる
ように、キャリア教育
を推進していく。   
 ①-2 各種講習やガ
イダンスの内容をさら
に充実させ、生徒のキ
ャリア形成や学力向上
を図っていく。  
 ①-3 引き続き、県
立総合教育センターや
横浜国立大学と連携し
ながら、教職に関わる

丁寧な進路指導・支援が行われて
いると思う。教職に向けた支援に
ついては県内の学校関係者が注目
しているところである。 
横浜国立大学との連携を密にする
などして、充実した学びとなるこ
とを願う。 
 

①-1 と 2  
組織的なキャリア
教育を展開し、生
徒の進路実現に綱
が得ることができ
た。 
①-3  
「教職基礎」「教
職基礎演習」の内
容を拡充し、外部
組織との連携を強
めるとともに、受
講者の進路実現に
つなげることがで
きた。 

①-1 と 2  
引き続き生徒が
最も希望する進
路を実現するこ
とができるよう
に、多様なキャ
リア教育を推進
していく。  
 ①-3 
「 教 職 基 礎 」
「 教 職 基 礎 演
習」の内容をさ
らに拡充し、受
講者の進路実現
に向けた体系的



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 総合評価（３月 21日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （３月 10日実施） 成果と課題 改善方策等 

①-3 教職を希望する生徒
のために学校設定科目「教
職基礎」「教職基礎演習」
を実施し、教育学部をはじ
めとした教職に関わる大学
への進学を支援する。 
②-1 生徒の進路実現を図
るために、３学年の選択科
目の履修指導と時間割の作
成を丁寧に行う。 
②-2 進路実現を図れるよ
う令和７年度以降入学生の
教育課程の更新を進める。 

習」において、充実した
支援を行ったか。 
 
 
②-1 進路実現を踏まえた
選択科目の履修指導を行
ったか。 
②-2 各教科から丁寧に
意見を吸い上げ、教育課
程の更新を進めることが
できたか。 

①-3 学校設定科目
「教職基礎」を 68
名、「教職基礎演習」
を 30 名の生徒が履修
し、教職に関する実践
的な学びに取り組ん
だ。 
②-1 必要な科目を履
修させることの共通理
解を学年で図った上
で、履修指導を行っ
た。自由選択科目につ
いて、「音楽Ⅲ」「美
術Ⅲ」「フードデザイ
ン」に加え「化学基
礎」が開講されること
となった。  
②-2 教育課程の更新を
進めるにあたり、情報
Ⅰを設置する学年の検
討を全教科で行った。
また、地理歴史科・理
科において、設置単位
数の変更を行うととも
に、自由選択科目に
「歴史総合」を設置す
ることとした。 

様々な取組を実施して
いく。 
②-1 開講があまりさ
れない科目について、
教育課程に設置する必
要があるか、検討する
必要がある。 
②-2 令和７年度の入学
生の３年の選択科目に
ついて、「日本史探
究」「世界史探究」を
履修すると同時に「歴
史総合」を同時に履修
するよう指導していき
たい。 

 ②-1 生徒の進路
実現を支援するた
めに、丁寧な履修
指導を行った。今
年度開講されなか
った「化学基礎」
が来年度開講され
ることとなり、生
徒の多様な進路希
望に対応し、より
充実した学びの機
会を提供すること
ができた。 
②-2 令和７年度
以降入学生の教育
課程の 更新 を進
め、地理歴史科・
理科について単位
数の変更や自由選
択科目の設置を行
った。  

な取り組みがで
きるよう引き続
き 、 改 善 を 図
る。 
②引き続き、生
徒の進路実現を
図るための工夫
を重ねていく。 
 
 

４ 
地域等と
の協働 

・地域との連携を
推進することで、
生徒の社会性や協
働する力を育む。 
・学校の魅力と特
色を積極的に発信
する。 
 
・横浜国大学との
連携の 強化 を図
る。 
 

・近隣学校との交流
事業を推進する。 
・本校の受検を検討
している中学生とそ
の保護者に向け、ホ
ームページを活用
し、積極的な情報発
信に取り組む。 
・横浜国立大学のリ
ソースを活用し、大
学との連携をさらに
推進させる。 
 

・保土ケ谷支援学校と行事
での交流や交流授業等を行
い、協働やインクルーシブ
教育を実践する。また権太
坂小学校の放課後クラブと
の交流も引き続き行う。 
・学校説明会やホームペー
ジ等を活用し、本校の教育
活動についての情報発信を
行う。 
・横浜国立大学のリソース
を活用し、探究活動を充実
や授業改善を図る。 

・参加した生徒が協働や
多様性について考えるこ
とができたか。 
・学校説明会等における
アンケートにおいて「本
校の教育活動への理解」
等に関する肯定項目が８
割以上か。 
・横浜国立大学との連携
を推進できたか。 

・保土ケ谷支援学校と
の交流授業を実施し、
生徒の多様性を認める
態度を養うことができ
た。 
・ホームページで行事
や部活動の情報発信を
行った。すべての会の
学校説明会におけるア
ンケートにおける工程
項目が 99％以上であっ
た。 
・i-ハーベスト発表会
で探究活動の成果を発
表した。 

・単発の交流ではな
く、継続的な交流をし
ていく必要がある。 
・引き続き、生徒の活
動がより伝わるように
検討していく。 
・ i-ハーベスト発表
会を外部に向けて発信
する方法を検討する。 

めざす生徒像「次代を担う心や
さしき社会のリーダー」たるため
には社会との接点を多く持たせる
ことが肝要だと思う。すでに行わ
れていると思うが、国や自治体、
企業等との接点を多く持てるしか
けをお願いしたい。 
今年度は、本校の６年生が探究

の授業を参観したり、教員志望の
生徒が本校の授業を参観したり、
インタビューをしたりと連携・交
流が深まった。また、初任者の授
業参観も相互に行うことで、他校
種への理解が深まった。教員を目
指す生徒の育成に向け、近隣校と
して今後も協力していきたいと考
える。 

地域との連携を
推進することで、
生徒の社会性や協
働する力を育むこ
とができた。 
学校説明会で 1500
名以上の来場者が
あった。アンケー
トにおいて「本校
の教育活動への理
解」等に関する肯
定項目が９割以上
であった。  

保土ケ谷支援
学校との交流を
よりよいものに
していく。 
引き続き、本
校の教育活動の
魅力が中学生・
保護者に伝わる
ように発信して
いく。 

５ 
学校管理 
学校運営 

・学校がめざす姿
を共有し、その実
現に向けて協働し
て取り組む組織と
する。 
・生徒が安心して
通うことのできる
体制を作る。 
・生徒と向き合う
時間を確保するた
めに、教員の働き
方改革 を推 進す
る。 

・管理職を含め、職
員同士が目的意識を
共有し、日常的な情
報交換・コミュニケ
ーションを図る。 
・質の高い授業の実
施、教育相談体制の
充実、教育施設や防
犯体制の拡充を図
る。 
・ペーパーレス化を
推進し、校務の効率
化を図る。 

・多様な職員研修を実施
し、日常的な情報交換・コ
ミュニケーションの環境づ
くりに努める。また、生徒
の状況把握や職員の連絡体
制を充実させる。 
 
・ICT の日常的な利活用を
推進し、職員の報告・連
絡・相談体制の整備及び勤
務時間内の会議の徹底を図
る。 

・職員研修の実施回数が
10 回以上か。 
・職員への情報発信によ
る共有化に努めるととも
に、学校から外部への情
報発信が推進できたか。 
・教職員が ICT の日常的
な利活用等により、組織
的な学校運営と校務の効
率化が図られたと実感で
きたか。 

・職員研修は、現在の
ところ計画どおりに実
施することができてい
る。 
・ ICT の利活用によ
り、欠席連絡を電話で
受けることもほとんど
なく、朝の始業前の業
務負担減につながっ
た。 

・引き続き、職員研修
を実施し、学校が目指
す姿の実現に向け、組
織的に取り組む。 
・ICT の更なる活用を
とおして、校務の効率
化を推進し、時間外勤
務を減らしていく。 

概ね校内での評価が高く、管
理・運営がしっかりとなされてい
るものと思う。目標にある「質の
高い授業の実施」についてはどの
ように評価して、来年度にどうつ
なげていくのかが課題である。 

教職員間で学校
がめざす姿を共有
し、その実現に向
けて取り組むこと
ができた。 
教職員が ICT の

日常的な利活用す
ることにより、校
務の効 率化 を図
り、負担感を減少
させることができ
た。 

引き続き、職
員 研 修 を 実 施
し、学校が目指
す姿の実現に向
け、組織的に取
り組む。 

 


